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男性ホルモンでパワーアップはしたけれど…
  ～マダラヒタキのヒナの成長へのアンドロゲンの効果～

餌乞するモズのヒナたち。その頻度とアン
ドロゲンレベルに関係があるのでしょう
か？ 撮影●内田 博

この夏もドーピング問題が，世間を騒がせました。
100 ｍ走のゲイやパウエルが。大リーグでは，A ロッ
ドが出場停止処分をくらいつつも異議申し立て中で
す。自転車レースのツールドフランスでもフルーム
のあまりの強さに，何か使ってるのではないかと，
穿った見方をする人も多くいました。

鳥界では，ドーピングによく使われる男性ホルモ
ンが弱者救済？のために使われます。連載の No14
でも紹介しましたが，非同時ふ化で体格的に巣内で
の競争力が弱くなってしまう末の子のために，親は
最初の卵より，後の卵に多くのテストステロンを与
えることが知られています（Müller et al. 2004）。

男性ホルモンが増えると，よりアクティブになっ
て，競争に強くなることが知られていますが，雄と
雌とで反応に違いがあるのでしょうか？ オランダの
Ruuskanen さんと Laaksonen はマダラヒタキを対
象に，男性ホルモンのアンドロゲンを卵に与える巣
と，与えない巣をつくる実験をして，その効果を調
べました。

その結果，アンドロゲンの効果には雌雄差がある
ことがわかりました。雄ではアンドロゲンを与えた
ものは与えないものと比べて餌乞声を上げる頻度が
高まり，また糞に出てくる有機物の量が減る，つま
り消化能力が高まったことが示されました。それに
対して雌では餌乞頻度にも，有機物の量にもアンド
ロゲンの影響がないことがわかりました。男性ホル
モンだけに，雄の方がその増加に対してしっかり反

応することができるのでしょうか？
さて，雄のヒナが男性ホルモンによって餌乞が活

発になり，消化能力もあがると聞くと，グイグイ成
長しそうに思います。ところが実際は違っていまし
た。男性ホルモンを与えられたヒナの成長は与えら
れないものよりも悪かったのです。なぜでしょう？

原因の１つは巣単位でホルモン投与の実験をした
ことにあるかもしれません。たとえば巣内の１羽の
ヒナの男性ホルモンが多かった場合は，他のヒナよ
り餌乞が活発になることで，親からたくさんの餌を
もらい，より成長できるでしょう。しかし，今回
の実験のように巣のヒナみんなの男性ホルモンが多
く，すべてのヒナの餌乞が活発になった場合，親が
それに反応して給餌回数を増やせたら良いですが，
その余力がなければ各ヒナの取り分はかわりませ
ん。そうすると，餌乞する分だけエネルギーを消耗
して，成長が悪くなってしまったのかもしれません。
また，餌乞が活発だと，その声により捕食者を引き
付けるデメリットもあります。当たり前ですが，万
能のドーピングはないようです。
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